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中里学区人口Ｒ2、５、１現在 

世帯数 ４５９  

総人口 １０７９ 

男 523  女 556  

   

令
和
２
年
４
月
２５
日
（
土
）
に
開
催
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
中
里
学
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
会
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
（
緊
急
事
態
宣
言
）
に
よ
り
交
流
セ
ン
タ

ー
が
閉
館
と
な
り
開
催
で
き
ま
せ
ん
。
５
月
に
延
期
を
と
考
慮
す
る
も
現
状
、
宣
言

解
除
が
発
令
さ
れ
る
見
込
み
な
く
開
催
断
念
せ
ざ
る
を 

得
ま
せ
ん
。
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

推
進
会
の
基
本
方
針
を
石
川
諒
一
会
長
よ
り
示
さ
れ
ま
し 

た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

「
令
和
２
年
度 

基
本
活
動
方
針
」 

今
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
共
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス 

の
感
染
者
数
は
、
ま
す
ま
す
増
加
傾
向
に
あ
り
交
流
セ 

ン
タ
ー
始
め
、
日
立
市
の
各
施
設
は
５
月
30
日
ま
で
全
面
休
止
と
な
っ
て
お
り
、
学

校
、
社
会
福
祉
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
も
休
止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
一
刻
も
早
い
再

開
を
願
っ
て
お
り
ま
す
が
、
見
通
し
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

中
里
学
区
の
皆
様
に
は
こ
の
現
実
を
受
け
止
め
、
外
出
自
粛
を
中
心
と
し
た
感
染

防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
面
は
交
流
セ
ン
タ
ー
協
力
員

の
皆
様
で
、
コ
ロ
ナ
防
止
活
動
を
主
体
に
、
マ
ス
ク
つ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

支
援
と
か
、
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
、
施
設
周
辺
の
除
草
・
整
地
な
ど
普
段
で
き
な

い
業
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

そ
の
他
市
報
等
の
情
報
を
各
世
帯
に
お
届
け
す
る
業
務
を
推
進
員
様
の
ご
協
力
に

よ
り
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
本
的
指
針
と
し
て
は
、
急
速
に
進
行
す
る
少
子
高
齢
化
を
常

に
念
頭
に
お
い
て
、
各
専
門
部
の
事
業
及
び
行
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
中
里
の
現
状

を
踏
ま
え
、
中
里
学
区
に
あ
う
手
法
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
発
信
が
大
切

で
あ
り
、
回
覧
板
情
報
、
広
報
誌
の
充
実
、
Ｊ
Ｗ
Ａ
Ｙ
、
F

M
ひ
た
ち
の
活
用
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
主
体
は
中
里
学
区
住
民
の
方
々
で
す
か
ら
、
地
域
の
人
た
ち 

が
連
帯
意
識
を
高
め
、
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
総
ぐ
る
み
で
事
業
や
行
事
を
実
践
し

て
い
た
だ
き
、
諸
問
題
に
つ
い
て
も
対
応
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

高
齢
化
対
策
と
し
て
公
共
交
通
の
普
及
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
日
立 

市
内
か
ら
中
里
小
中
学
校
へ
の
転
入
で
き
る
特
任
校
制
度
を
採
用
し
ま
し
た
。
今
後

も
継
続
的
に
こ
の
制
度
を
普
及
さ
せ
、
児
童･

生
徒
の
安
定
確
保
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
に
も
教
育
委
員
会
・
学
校
・
P

T

A
の
皆
様
に
は
募
集 

用
チ
ラ
シ
を
分
か
り
や
す
い
も
の
に
し
、
２
年
後
の
小
中
一
貫
校
の
新
校
舎

完
成
の
予
定
で
進
ん
で
お
り
ま
す
な
ど
の
情
報
を
P

R
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
現
在
の
児
童
生
徒
数
は
小
学
校
が
２６
名
、
中
学
校
が
１９
名
で
す

の
で
小
学
校
６０
名
、
中
学
校
３０
名
の
定
員
一
杯
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。 

消
防
分
団
や
中
里
駐
在
所
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
災

害
・
事
故
・
犯
罪
防
止
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
活
動
は
、
従
来
か
ら
の
継
続
事
業
や
行
事
の
推
進
で

あ
り
日
常
的
な
活
動
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
今
年
度
は
左
記
項
目

を
重
点
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

『
重
点
テ
ー
マ
』 

 

１
、
中
里
学
区
の
人
口
構
成(

令
和
２
年
1.1
現
在) 

 
 
 

・
中
里
地
区
年
齢
別
人
口
構
成
一
覧 

・
地
区
別
構
成
一
覧 

 

２
、
ひ
た
ち
ナ
ビ
の
配
信 

 
 
 

・
ご
み
、
防
災
、
天
気
な
ど
日
立
市
の
情
報
を
好
き
な
時
に
得
ら
れ
ま
す
。 

３
、
各
種
制
度
の
お
知
ら
せ 

 
 
 

・
子
育
て
制
度 

・
中
学
校
入
学
生
に
も
ス
ク
ー
ル
カ
バ
ン
贈
呈 

 
 
 

・
ご
み
処
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク 

・
不
法
投
棄
監
視
員
の
任
期
見
直
し 

 
 
 

・
民
生
委
員
児
童
委
員
の
改
選 

 

４
、
健
康
つ
く
り
の
推
進 

 
 
 

・
令
和
２
年
度
健
康
づ
く
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
全
世
帯
に
配
布 

 
 
 

・
特
定
健
康
診
査
受
診
率
（
平
成
２０
～
平
成
３０
年
度
） 

 
 
 

・
認
知
症
ケ
ア
あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
を
全
世
帯
に
配
布 

 

５
、
防
災
防
犯
関
係 

 
 

・
中
里
パ
ト
ロ
ー
ル 

・
防
災
警
戒
レ
ベ
ル 

・
原
子
力
災
害
避
難
訓
練 

・
令
和
２
年
度
防
犯
灯
設
置
費
補
助
事
業 

６
、
公
共
交
通 

・
日
立
市
役
所
便 

 

７
、
学
校
関
係
の
情
報 

 
 
 

・
中
里
小
中
学
校
の
教
職
員
の
人
事
異
動 

・
中
里
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
数 

 
 
 

・
中
里
小
中
学
校
の
新
校
舎
建
設
計
画 

 

８
、
水
辺
空
間 

 
 
 

・
災
害
復
旧
工
事
：
４
月
１３
日
～
８
月
３１
日 

 

９
、
そ
の
他
関
連
情
報 

 
 
 

・
J

W

A

Y 

・
F

M
ひ
た
ち 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

２
年
間
中
里
交
流
セ
ン
タ
ー
の
事
務
長
と
し
て
勤
務
い
た
だ
き
ま
し 

た
大
部
雅
也
氏
は
、
諸
事
情
に
よ
り
本
年
３
月
を
も
っ
て
退
職
。
新
た 

に
４
月
よ
り
新
事
務
長
と
し
て
、
椎
名
里
見
氏
が
配
属
さ
れ
ま
し
た
の 

で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

本
年
度
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
大
部
雅
也
氏
の
後
任
と
し
て
交
流 

セ
ン
タ
ー
の
事
務
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
東
河
内
町
（
滝
沢
）
の
椎
名
里
見
と
申
し
ま
す
。 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
世
界
中
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
今
日
、
私
達
の
交
流
の 

場
に
も
多
少
の
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
大
変
な
時
期
で
す
が
、
こ
の
難
局
を
地
域
の
皆
さ 

ん
と
共
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
美
し
い
自
然
の
故
郷
に
は
や
く
地
域
皆
様
方
の
活
気
が
戻
る
事
を
望
み
頑
張
っ
て
ま
い 

り
ま
す
。
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
可
能
に
な
り
地
域
の
皆
さ
ん
が
ご
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期 

待
し
微
力
で
す
が
今
ま
で
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
故
郷
の
皆
様
方
に
少
し
で
も
御
恩
返
し
で
き
れ 

ば
と
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
元
気
な
皆
様
方
に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す 

の
で
、
是
非
、
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

    
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
と
、
全
般
的
な 

マ
ス
ク
不
足
対
策
と
し
て
８
日
（
金
） 

小
・
中
校
の
指
定
登
校
日
に
本
紙
で 

も
紹
介
の
手
作
り
マ
ス
ク
が
寄
贈
さ 

れ
た
。 

 

浜
崎
校
長
先
生
と
、
児
童
・
生
徒 

代
表
者
が
交
流
セ
ン
タ
ー
正
面
に
て 

文
化
部
大
津
満
夫
部
長
、
後
藤
み
さ 

を
文
化
部
事
務
局
よ
り
手
渡
さ
れ
た
。 

 

石
川
諒
一
会
長
か
ら
「
学
校
は
休 

校
中
で
す
が
、
感
染
予
防
し
、
ま
た 

皆
で
元
気
で
学
校
に
登
校
で
き
る
よ 

う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
エ
ー
ル
が 

贈
ら
れ
た
。 

 

（
茨
城
新
聞
社
・
Ｊ
Ｗ
Ａ
Ｙ
取
材
来
所
） 

  
 

会 

報 

フリー WI－Fi とは（Free Wi-Fi） 

 Wi-Fi 対応の PC・スマートフォンなど公共の場所において誰でも利用できるよ 

う無料で提供、解放されている Wi-Fi（無線 LAN サービス）でインターネット 

に接続できるサービスです。 是非ご利用下さい（セットは協力員に依頼ください）  

 

 

 

中
里
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
総
会 

 
 

が
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
に
よ
り
開
催
で
き
ま
せ
ん 

４
月
よ
り
配
属
交
流
セ
ン
タ
ー
新
事
務
長
を
紹
介 

手
作
り
マ
ス
ク
を
寄
贈 

白
衣
の
、
背
中
に
「
ガ
ン
バ
レ
」 

の
表
記
を
つ
け
寄
贈
式
に
子
ど

も
た
ち
と
望
む
浜
崎
校
長
先
生 

中里交流センターにフリーWi-Fiが設置されました。 

シ
リ
ー
ズ
① 

 

中
里
の
四
季
（
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
校
庭
の
桜
を
望
む
） 

撮影 椎名 里見氏 
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中
里
交
流
セ
ン
タ
ー
（
石
川 

諒
一
会
長
）
で
は
、
こ
の 

コ
ロ
ナ
感
染
問
題
と
、
市
場
で
の
マ
ス
ク
購
入
で
き
な
い
問
題 

解
決
の
た
め
、
文
化
部
（
大
津 

満
夫
部
長
）
が
中
心
と
な
り 

交
流
セ
ン
タ
ー
女
子
協
力
員
、
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん 

（
洋
裁
サ
ー
ク
ル 

石
川
あ
や
子
さ
ん
）（
絵
手
紙
教
室 

椎
名
美
和
子
さ
ん
）（
ヨ
ガ
教
室 

石
川
和
子
さ
ん
）
な
ど 

縫
製
の
で
き
る
３
名
で
小
学
児
童
全
員
・
中
学
校
生
徒
全
員
と
大
人
向
け
に
手
作

り
マ
ス
ク
を
製
作
開
始
し
た
。
マ
ス
ク
に
使
う
表
布
は
女
子
全
員
で
の
持
ち
込
み

寄
付
、
子
供
た
ち
が
好
む
ア
ニ
メ
柄
も
あ
る
。
裏
布
は
大
津
満
夫
氏
よ
り
寄
付
の

「
モ
ス
リ
ン
」
を
使
用
、
ミ
シ
ン
縫
い
で
は
生
地
の
材
質
の
違
い
で
難
し
く
工
夫

が
必
要
で
技
術
を
発
揮
。
布
の
薄
い
マ
ス
ク
に
は
真
ん
中
に
不
織
布
を
入
れ
る
な

ど
本
格
的
な
マ
ス
ク
が
で
き
た
。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

  

 

マ
ス
ク
の
基
本
的
な
形
状
に
は
、
タ
ッ
ク
型
（
一
般
的
な
形
状
で
表
地
に
タ
ッ
ク
が
あ
る
）
と

立
体
型
（
最
近
東
京
の
小
池
知
事
が
使
っ
て
い
る
形
状
）
２
種
あ
る
が
、
布
の
柄
が
表
現
で
き
て

ス
マ
ー
ト
な
形
状
の
立
体
型
を
採
用
し
た
。
ま
た
、
一
番
困
っ
た
の
は
マ
ス
ク
に
使
用
す
る
ゴ
ム

が
全
く
入
手
で
き
な
く
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
が
、
全
員
で
知
恵
を
絞
り
ネ
ッ
ト
・
書
籍
で
調

査
し
解
決
。
女
子
用
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
活
用
、
３
ｃｍ
の
輪
切
り
を
作
り
伸
縮
を
繰
り
返
し
輪
形

状
に
し
ゴ
ム
の
代
替
え
と
な
り
、
耳
あ
た
り
も
柔
ら
か
く
一
石
二
鳥
の
効
果
を
発
揮
。
ク
オ
リ
テ

ィ
の
高
い
マ
ス
ク
が
で
き
た
。
こ
の
マ
ス
ク
が
児
童 

生
徒
た
ち
を
コ
ロ
ナ
感
染
か
ら
防
止
で
き
れ
ば
と
願
い
、 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付
け
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。 

コ
ロ
ナ
感
染
に
負
け
る
な
！ 

マ
ス
ク
を
手
作
り
し
プ
レ
ゼ
ン
ト  

ミシン掛け、アイロン掛け、裁断など手分けして作業 

ストッキングを輪切りにして耳あ

たりの柔らかいゴムを作りました 

子
ど
も
た
ち
向
け
の
可
愛
い
マ
ス
ク
で
感
染
防
止
！ 

We Will Win のメッセージを付けて贈る 

感染防止に役立ちたい 

                      広報活性部 椎名 幸則氏 投稿 

1.感染経路について 

 新型コロナウイルスの感染の経路は、大きく飛沫感染と接触感染が考えられるとされている。  

【飛沫感染】 

 感染者の飛沫（くしゃみ、咳、唾液など）と一緒にウイルスが放出され、それを感染者以外の人が口

や鼻から吸い込むことで感染する。これが、感染者との接触を防ぐために可能な限り外出を控え、いわ

ゆる「3 密」を避けることが感染予防のために重要とされている理由です。  

【接触感染】 

 感染者がくしゃみや咳をした後、ウイルスが付着した手で周りの物に触れることで感染者のウイルス

がそうした物質（特にドアノブ・スイッチ等）に移り、感染者以外の人がそれらの物質に触れることで、

ウイルスが手に付着し、感染者に接触しなくても物質を介して感染する。   

【飛沫感染】 咳、クシャミによる感染  【接触感染】 ドアノブ・スイッチ・手すりなどに触る 

 その他、エアロゾル（浮遊する飛沫ウイルス）感染などが指摘されている。 

2.物質上表面での残存時間について 【結果】 

No 物質名 残存時間(目安) 

1 エアロゾル 3 時間 

2 銅板 4~8 時間 

3 段ボール 24 時間 

4 ステンレス 48 時間 

5 プラスティック 72 時間 

 3.除去、除菌方法について  

 新型コロナウイルスの外膜は、エンベロープという脂質によって構成されている。脂質、つまり油脂

なので、フライパンの油汚れを洗剤（石けん）で落とすように、手指など肌（肌荒れやアレルギー反応

に注意）には消毒用エタノール（約 80％）や石けん、物質の表面には次亜塩素酸ナトリウム（空間除菌

にはエビデンスなし）などで不活性化できるようです。   

(1)消毒用アルコールがなければ手洗いを 

いま厚労省や WHO などの公的機関が一般の方々に伝えている手指の衛生対策は２つです。一つはア

ルコール消毒、そしてもう一つは手洗いです。手洗いも大事なんですね。消毒用のアルコールが手に入

らなければ、手洗いを心がけるのが良いと思います。   

 

コロナウイルス感染予防対策は 

手・指消毒に一番向いてるのは、

濃度８０％のエタノールです。 

無ければ，石鹸での手洗いでも

十分効果があります。 

とにかく、小まめに手洗い

をいたしましょう！ 

密閉・密集・密接 （３密） 

を避ければ感染防止。 

手洗いは３０秒以上良く

泡立て行いましょう！ 


